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１．はじめに  

 著者らはこれまでに壁面登はん型の構造物の検査

装置ライジングクロス Iを開発した(図１参照)。ライ

ジングクロス Iには，簡便な打音検査装置 1)やビデオ

カメラ 2)を搭載した。 

今回，同機の吸盤を静音型に変更し，打音検査用

の高性能な打撃・集音装置を搭載したライジングク

ロス IIを開発した。このライジングクロス IIの機能

を，欠陥のない試験体と人工欠陥を有する試験体を

対象に打音検査をおこない，その有効性を確認した。 

 

 

図 1 ライジングクロス I 

２．ライジングクロス I  

 図２に，ライジングクロス Iの構造を示している。

質量は 19kg，幅 80cm，縦 74cm である。 装置は，

二組ずつの吸盤AからDまで，計8個の吸盤を持つ。  

吸盤Aと吸盤C，吸盤Bと吸盤Dは互いに連結され，

吸盤Aと吸盤Cの連結体と吸盤Bと吸盤Dの連結体

は，相対的に上下の平行移動と回転移動をおこなう

ことができる。 

 壁面上下方向移動のメカニズムは，(1)左右吸着盤

を ON にしてメインボディを固定し，(2)上下吸着盤

を上に移動する。その後，(3)上下吸着盤を ON にし

て縦シャフトを固定し，(4)左右吸着盤を OFFにして

メインボディを上に移動する。この繰り返しによっ

て，上方向の移動ができる。下方向移動はこの逆の

動作でできる。 

３．ライジングクロス II  

 今回，図３に示す打音検査用の打撃・集音装置を

ライジングクロス I に搭載し，ライジングクロス II

とした。シリンダー内にスプリングを介してハンマ

ー(質量 162g) を保持し，スプリングをチェーン駆動

によって圧縮，開放することによって，ハンマーを

押し出す。打撃の繰り返し速さは，約１秒に一回で

ある。 

 

図２ ライジングクロス Iの構造 
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図３ 打音検査用打撃・集音装置 

 

集音装置は，検査面に平行に四つのマイクロフォ

ンを配置し，打撃音を収集する。打撃点は四つのマ

イクロフォンの中央に位置し収集音を重ね合わせる

ことによって，吸着盤等の騒音の低減化を図ってい

る。打撃装置と集音装置の総質量は約 750g である。 

 今回導入した吸盤に使用するファン(450W)は，ケ

ーシングされた静音型で，騒音を大幅に低減した。 

４．打音検査実験 

 吸盤の近くでも打撃音が収集できるかどうかを，

図４に示す試験条件で確認した。試験体が小型であ

る関係で，吸着盤と打撃・集音装置を本体から取り

外し，近くに配して打音試験をおこなった。欠陥が

ないコンクリート試験体と，深さ 25mm の位置に直

径 200mmの円盤状欠陥を有する試験体を用いた。 

図５は，四つのマイクロフォンで信号に変換され

た打撃音を，マイクアンプで増幅し，重ね合わせた

ものである。収集された信号をヘッドフォンで確認

すると，欠陥がない試験体はにぶい衝撃音が，欠陥

を有する試験体は澄んだ衝撃音が確認できた。 

図６は，図５の結果の周波数スペクトルである。

欠陥の有無によって，スペクトル間に明確な違いが

生じることがわかる。 

 実際の検査では，打撃の音響信号を無線で作業者

に送り，作業者の耳で問題箇所の判定を行うことを

想定している。打撃音の周波数スペクトルは，その

補助情報として提供する。 

５．まとめ 

静音型吸盤と高性能な打撃・集音装置を搭載した

ライジングクロス II を開発した。この装置は，深さ

25mmに位置する直径 200mmの欠陥を検出すること

ができた。 

 

図４ 打音検査試験 

 

 

(a) Without a defect 

 

(b) With a defect 

図５ 打撃音の信号波形 

 

 

図６ 図５の振幅スペクトル 
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